
令和５年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和５年８月28日～10月２日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…３件　●予算案…４件　●同意案…20件
●諮問…３件　●その他…７件　●委員会提出議案…１件　●請願…２件
（●全会一致可決…37件　●賛成多数可決…１件　●不採択…２件）

ただし、10月２日に議決された案件は除きます。
請願２件のうち１件は第２回定例会で継続審査となったものです。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

【表決が分かれた議案名】
議案第153号　委託契約の締結について

請願第３号　広島県にジーンバンク事業の再考を求める請願書

請願第４号　「健康保険証の継続を求める」意見書採択を求める請願書

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
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光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

山
田　
　

学

鈴
木　

英
士

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
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貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

議案第153号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請願第3号 × × × × × × × × × × 欠 × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × ○ ○

請願第4号 × × × × × × × × × × 欠 × 議 × ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのＱＲコードからご覧いただけます。
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令和５年第３回定例会　議案の概要

○
請
願
の
内
容

　

  　
※

在
来
作
物
な
ど
の
種
子
を
保
存

し
て
農
家
な
ど
県
民
に
無
料
で
貸
し

出
す
広
島
県
森
林
整
備
・
農
業
振
興

財
団
の
広
島
県
農
業
ジ
ー
ン
バ
ン
ク

が
令
和
４
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
広
島
県
の
特
色
あ
る
農
業
の
持

続
的
発
展
や
永
続
的
な
食
料
の
安
定

供
給
を
保
証
す
る
た
め
、
ジ
ー
ン
バ

ン
ク
事
業
の
再
考
を
本
市
議
会
か
ら

広
島
県
に
求
め
る
こ
と
を
要
請
す
る

も
の
で
す
。

紹
介
議
員
へ
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

既
に
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
が
廃
止
さ
れ
、

種
子
の
譲
渡
や
廃
棄
な
ど
の
準
備
が

進
む
中
、
本
市
議
会
か
ら
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
広
島
県
に
事
業
の
再
考
を

求
め
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ 　

再
考
を
求
め
る
こ
と
は
決
し
て
遅

く
は
な
い
。
種
子
の
廃
棄
等
が
進
み
、

○
請
願
の
内
容

　

  　

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
体
化
す
る
の
で

は
な
く
、
健
康
保
険
証
を
残
し
て
安

心
し
て
受
診
で
き
る
国
民
皆
保
険
制

度
を
守
る
こ
と
を
国
会
及
び
政
府
・

関
係
行
政
庁
に
求
め
る
意
見
書
を
採

択
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

紹
介
議
員
へ
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

医
療
関
係
者
か
ら
は
む
し
ろ
健
康

保
険
証
の
廃
止
を
早
く
進
め
て
ほ
し

い
と
い
う
声
を
多
く
聴
く
が
、
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ 　

聴
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、
賛
成
・
反
対
両
方
の
意
見
が

あ
っ
た
。

Ｑ 　

健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

紐
づ
け
し
て
い
る
市
民
は
50
％
を
超

え
て
お
り
、一
定
の
成
果
が
あ
る
中
で
、

も
う
一
度
制
度
を
変
え
る
と
い
う
こ
と

保
存
種
数
が
少
な
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
仕
組
み
が
残
る
こ
と
で
ま
た
増

や
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る
。

本
会
議
で
の
討
論

賛 

成　

地
域
の
農
業
の
営
み
は
、
農
業

文
化
の
財
産
で
あ
る
。
ま
た
、
安
全

な
食
文
化
の
形
成
は
、
持
続
的
農
業

の
推
進
や
地
域
お
こ
し
の
面
で
、
今

後
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で

の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
は
是
非
残
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

維
持
費
が
高
額
で
あ
り
、
利
用

が
低
調
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ー
ン
バ

ン
ク
が
保
存
し
て
い
た
種
子
や
遺
伝

資
源
は
、
最
新
設
備
の
国
立
研
究
開

発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
に
譲
渡
さ
れ
る
た
め
、

整
っ
た
管
理
運
営
体
制
の
も
と
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
、
保
存
、
研

究
開
発
さ
れ
、
効
果
的
に
利
用
可
能

に
な
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

は
現
実
的
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
自
体
は
努
力
義

務
で
あ
り
、
健
康
保
険
証
に
紐
づ
け

て
利
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
健
康
保
険
証

も
両
方
使
え
る
制
度
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
請
願
の
願
意
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
討
論

賛 

成　

目
的
と
手
段
を
履
き
違
え
ず
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
推
進
が
必

要
。
国
民
の
幸
福
と
い
う
目
的
の
た

め
に
、
健
全
な
行
政
運
営
と
い
う
施

策
が
あ
り
、
そ
の
施
策
実
現
の
た
め

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
事
業
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
請
願
の
願
意
を

認
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
が
困
難
な
人
の
権
利
を
著
し
く
侵

害
し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
国
に
対
す
る
意
見
書
に

つ
い
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

〈
請
願
第
3
号
〉

広
島
県
に
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
の
再
考
を

求
め
る
※
請
願
書
を
不
採
択
と
し
ま
し
た

〈
請
願
第
4
号
〉

「
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め
る
」意
見
書
採
択

を
求
め
る
請
願
書
を
不
採
択
と
し
ま
し
た

※請願　　  日本国憲法第16条に定められた国民の権利の一つで、国や地方公共団体に対し、文書によ
り希望や要望を述べるもの。地方自治法第124条の規定により、地方議会に請願する者は、
議員の紹介により請願書を提出しなければならない。

　在来作物　　 その土地で長年栽培され、地域独特の文化を継承する一翼を担ってきた野菜、果樹、
穀類などの作物。
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